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はじめに 

 

平成 23 年 3 月に発生した東日本

大震災からはやくも 6 年が経ちまし

た。この大災害が子どもたちに与えた

影響は、果てしなく大きくそして長期

に及ぶことが予想されます。しかし、

一方で風化が急速に進行し、その影響

が徐々に“普段どおり”の状態として

受け入れられてしまっているのでは

ないかと危惧しています。  

平成 24 年度から実施している市

内小中学生の体力・運動能力テストで

は、運動能力の低下（特に走跳投）、

持久力の低下が認められていました。

5 年間の継続的な調査により、市内の

子どもたちの体力・運動能力の現状が

詳しく把握され、各学校現場等では明

らかになった課題に対して様々な取

り組みがなされてきたと思います。そ

の結果、徐々に改善傾向を示し、中に

は全国平均を凌ぐ学校や項目もみら

れるようになりました。しかし、同時

に問題となっている肥満児の増加は、

以前と比べると若干改善傾向にはあ

るものの、まだまだ憂慮すべき状況で

あると思います。  

震災後間もなく、郡山市、郡山市教

育委員会、郡山医師会で組織された

『郡山市震災後子どもの心のケアプ

ロジェクト（後に郡山市震災後子ども

のケアプロジェクトに改編）』では、

郡山の子どもたちの心と体の健やか

な育ちを見守る様々な事業を展開し

てきました。体力・運動能力の低下や

肥満傾向児の増加は、子どもたちの日

頃の生活習慣に大きく関係しており、

平成 25 年度から実施している本調

査は、その背景を知る上で大変意義の

ある調査といってもよいでしょう。  

郡山市震災後子どものケアプロジ

ェクトでは、郡山市の子どもたちの心

と体が健やかに育つ事を目的として、

①体の状況（体力テスト）、②心の状

況（適宜）、③生活環境（遊びの環境、

食育の環境）を調査した上で、④各デ

ータを網羅的に評価し、⑤郡山の子ど

もたちに必要なアドバイスやサポー

トを提供し、少なくとも 10 年間にわ

たって子どもたちの育ちを見守って

いくことを計画しています。  

将来の郡山を背負ってくれる子ど

もたちの心と身体を健やかに育むた

めには、地域の大人たちが望ましい成

育環境を整えなくてはなりません。

『郡山の子どもたちの心と体が日本

一元気に』なることを目標とし、とも

に力を合わせていきましょう！  

 

平成 29 年 3 月  

 

郡山市震災後子どものケアプロジェクトチーム  プロジェクトリーダー  

認定 NPO 法人郡山ペップ子育てネットワーク  理事長  

菊池  信太郎  
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調査の概要  

 

１．調査目的  

東日本大震災は、子どもたちを取り巻く生活環境に大きな影響を及ぼしま

した。現在は、ほぼ震災前の生活環境に戻りつつありますが、2013 年に

郡山市震災後子どものケアプロジェクトで行った調査によると、体力・運

動能力の低下や肥満や体重増加不良といった症状を有する子ども達が増加

していることが明らかになり、また、心の問題を抱えているケースも見ら

れました。しかし、そのような症状が震災を原因とするものか、他に原因

があるのかの検討は不十分で、①今後有効な対策を講ずるための基礎的な

情報の収集、②教育現場等への結果の返却を目的としています。  

 

２．調査方法  

質問紙調査  

 

３．調査対象  

市内の保育所・幼稚園・小学校・中学校に在籍する 4 歳～15 歳の全市民  

 

４．調査時期  

  2016 年 8 月～9 月  

 

５．回収率  

89.0% 

保育所：69.3%、幼稚園：71.7%、小学校：92.7%、中学校：92.6% 

 

６．有効回答数  

28,470 名  

保育所：1,188 名、幼稚園：2,648 名、  

小学校：15,759 名、中学校：8,875 名  
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７．調査項目  

  1）運動・スポーツ実施状況  

    平日および休日の運動・スポーツ実施状況、  

平日および休日の運動・スポーツ実施時間、1 週間の総運動時間  

   2）運動・スポーツへの態度  

    運動・スポーツの好き嫌い、運動・スポーツの得意不得意、  

運動・スポーツの実施意欲、体力の自信  

  3）生活の様子  

    起床時間、就寝時間、睡眠時間、排便の状況  

  4）帰宅後の過ごし方  

    外遊び時間、室内遊び時間、読書・音楽鑑賞時間、ゲーム時間、  

インターネットや携帯メールの使用時間、  

テレビやビデオ・DVD の視聴時間、勉強時間、  

平日および休日の座位時間  

  5）食習慣  

    朝食の摂取状況、朝食の開始時刻、夕食の摂取内容、夕食の開始時刻、 

夕食の共食状況、間食の摂取状況、お菓子の食べ過ぎに対する意識、  

ジュースの飲み過ぎに対する意識  

  6）食事の様子  

咀嚼に対する意識、食べ物の好き嫌いに対する意識、外食の摂取頻度、 

インスタント食品の摂取頻度、揚げ物の摂取頻度、生鮮食品の摂取状況、 

加工食品の摂取状況、食欲増加について、食欲減少について、  

食べ物に対する放射性物質の心配  

 

８．集計方法  

各アンケート用紙から回答を転記し、データーベース化した（株式会社エ

フコムに委託）。  

集計には SPSSⓡを用いた。  

 

９．備考  

本調査は、郡山市からの委託事業として実施した。  

なお、調査や解析において、株式会社エフコム・公益財団法人ヨークベニ

マル文化教育事業団からご支援を頂いた。     
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本調査では、郡山市内に居住する子ども（4 歳～15 歳）の男女を対象に、2016

年 8 月～9 月にかけて、質問紙調査を行った。有効回収数は 28,470 名であっ

た。主な調査結果は、以下の通りである。  

 

１週間の総運動時間が「０分」の子どもは、男子で 10.8%、女子

で 18.0%であった。1 週間の総運動時間が「60 分未満」の子ど

もは依然として多く、特に中学校の女子でその割合が高くなる。 

 

 

運動・スポーツの実施意欲では、運動やスポーツをもっとしたい

と「思う」「やや思う」の割合は男子で 85.4%、女子で 80.6%あ

った。この割合は年齢が低いほど高くなる。  

 

 

就寝時間では、小学生までは「午後 9～10 時」の割合が最も高

く、中学生になると「午後 11～12 時」の割合が高くなる、さら

に中学生の 3 分の 1 程度は「12 時以降」に就寝する。  

 

 

幼児における外遊びの時間は、「ほとんど遊ばない」が男子で

54.8%、女子で 57.5%と高い割合であった。一方、室内遊びの

時間は、「１時間くらい」が男子で 28.4%、女子で 28.2%、「2

時間以上」が男子で 32.5%、女子で 35.3%、「3 時間以上」が男

子で 24.8%、女子で 22.7%と幼児の遊びのほとんどが室内であ

ることがわかる。  

 

 

帰宅後にゲームをする時間は、男子で 70.5 分、女子で 34.0 分

であった。また、インターネットや携帯メールの使用時間は男子

で 35.6 分、女子で 37.4 分であった。特に中学生になると使用

時間が急激に長くなり、男子で 65.3 分、女子では 77.7 分にな

る。  

 

 

 

 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 
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ほとんどの子どもが「必ず毎日」朝食を摂取しているが、中学生

になると朝食を欠食する生徒が男女ともに約 16％に増加する。

特に、「ほとんど食べない」生徒が増加する。  

 

 

90%強の子どもが「20 時まで」に夕食を食べ始めるが、それ以

外の子どもは、「20 時以降」の遅い時間に食べ始める。また、誰

と食べたかたずねたところ、「子どもだけで食べた」「ひとりで食

べた」が 4.2％であった。中学生においては、「ひとりで食べた」

が男女ともに 10％以上存在した。  

 

 

間食摂取状況についてみると、年齢が低いほど間食摂取の割合が

高い。一方で、「お菓子やスナック菓子の食べ過ぎ」や「甘い飲み

物の飲み過ぎ」については、年齢が低いほど気をつけている割合

が高い。  

 

 

食事で気をつけていることでは、年齢が低いほど「ゆっくり噛ん

で食べること」や「好き嫌いをしないで食べること」に気をつけ

ていた。また、「インスタント食品」や「揚げ物」の摂取状況につ

いてもよく食べる子どもの割合は低い傾向にあった。  

 

 

食生活の変化についてみると、特に小学校以降の子どもにおいて、

「食べ過ぎてしまうことが増えた」子どもが 25％程度存在した。

一方で、「食欲がないことが増えた」子どもも存在しており、特に

中学校の女子で割合が高くなる。  
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１．平日の運動・スポーツ実施状況  

郡山の子どもたちは、平日にどのくらい運動やスポーツを行っているのだろ

うか？「平日では、平均して何日、運動やスポーツをしていますか？」とたず

ねたところ、男子全体では「しない」19.6%、「1 日」12.7%、「2 日」13.4%、

「3 日」13.4%、「4 日」11.2%、「5 日」29.7%であり、女子全体では「しな

い」29.3%、「1 日」14.8%、「2 日」15.3%、「3 日」11.3%、「4 日」8.3%、

「5 日」21.0%であった（図 1－1）。  

性別にみると、「しない」と「1 日」を合わせた割合は、男子は 32.3%、女

子は 44.1%であり、多くの女子が平日にあまり体を動かしていないことがわ

かる。また、すべての年代において、女子のほうが「しない」と答えた割合が

多く、小学校高学年、中学生と年代が上がるにつれてその差は大きくなり、男

子よりも女子のほうが運動・スポーツに消極的であるといえる。  

 就学状況別にみると、「しない」と答えた割合は小学校高学年までは減少し続

けるが、中学生になると再び増加する。その一方で、「5 日」と答える割合は、

幼児から中学生まで増加し続け、小学校高学年から中学生にかけては約 2 倍に

増加する。このことからも、郡山の子どもたちの運動・スポーツの実施は「す

る」子どもと「しない」子どもの二極化にあるものと考えられ、特に中学生に

おいてこの傾向が顕著であるといえる。  
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２．休日の運動・スポーツ実施状況  

 郡山の子どもたちは休日にどのくらい運動やスポーツをしているのだろう

か？土曜日・日曜日それぞれについて「1 ヶ月（4 週間）に何回の土曜日（ま

たは日曜日）に、運動やスポーツをしていますか？」とその実施頻度をたずね

た。  

 

土曜日の運動・スポーツ実施状況は、男子全体では「していない」24.3%、

「月に 1 回」10.3%、「月に 2 回」15.8%、「月に 3 回」10.8%、「月に 4 回」

38.7%であり、女子全体では「していない」33.0%、「月に 1 回」12.7%、「月

に 2 回」18.1%、「月に 3 回」9.9%、「月に 4 回」26.4%であった（図 1－

2）。土曜日に運動・スポーツをしている子どもの多くが、頻度が高く運動・ス

ポーツをしていると回答した。また、この傾向は学年が進行するにつれてより

顕著になる。  

 

一方、日曜日の運動・スポーツ実施状況は、男子全体では「していない」30.9%、

「月に 1 回」14.2%、「月に 2 回」17.8%、「月に 3 回」10.3%、「月に 4 回」

26.7%であり、女子全体では「していない」40.8%、「月に 1 回」16.9%、「月

に 2 回」19.5%、「月に 3 回」8.8%、「月に 4 回」14.0%であった（図 1－

3）。土曜日と比べると日曜日の方が運動・スポーツをしている頻度は男女とも

に若干低い。性別にみると、土曜日と同様に日曜日においても男子の方が女子

よりも「している」と答える割合は多く、就学状況別にみると、男子は年代が

あがるにつれて「している」割合が増加するが、女子では、中学生になると「し

ない」割合が増加する。  
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３．１週間の総運動時間  

郡山の子どもたちは 1 週間にどれくらいの時間、運動やスポーツを行ってい

るのだろうか。図 1－4～1－13 に 1 週間の総運動時間を示した。1 週間の総

運動時間は、平日の運動・スポーツ実施状況と休日の運動・スポーツ実施状況

から算出した。具体的な算出方法は以下に示すとおりである。  

1 週間の総運動時間が「60 分未満」の割合は男子全体で 18.3%、女子全体

で 30.2%であった。1 週間にまったく運動やスポーツを実施していない「0 分」

の割合は男子全体で 10.8%、女子全体で 18.0%であった。  

 性別にみると、男子では 1 週間の総運動時間が「60 分未満」の割合は「幼

児」で 36.5%、「小学校低学年」で 20.4%、「小学校高学年」で 10.7%、「中

学生」で 15.9%であり、女子では「幼児」で 42.5%、「小学校低学年」で 27.0%、

「小学校高学年」で 24.1%、「中学生」で 33.6%であった。男女ともに小学校

高学年まで 1 週間の総運動時間が「60 分未満」の割合は減少し、中学生にな

ると増加する。また、中学生においては、男女ともに 1 週間の総運動時間が「60

分未満」と「1080 分」付近にピークが存在し、積極的に運動する生徒とまっ

たくしない生徒の二極化傾向がみてとれる。  

 

 

 

 

 

 

1 週間の総運動時間の算出方法  

①平日の運動時間：時間帯別運動時間を合計  

②平日の運動日数：平日 5 日間の運動日数  

③平日の総運動時間：平日の運動時間×平日の運動日数  

④土曜日の運動日数：1 ヶ月間の土曜日の運動日数（以下のように算出）  

（月に 1 回＝0.25 日、月に 2 回＝0.5 日、月に 3 回＝0.75 日、月に 4 回＝1 日）  

⑤土曜日の総運動時間：土曜日の運動時間×土曜日の運動日数  

⑥日曜日の運動日数：1 ヶ月間の日曜日の運動日数（以下のように算出）  

（月に 1 回＝0.25 日、月に 2 回＝0.5 日、月に 3 回＝0.75 日、月に 4 回＝1 日）  

⑦日曜日の総運動時間：日曜日の運動時間×日曜日の運動日数  

⑧1 週間の総運動時間：平日の総運動時間＋土曜日の総運動時間＋日曜日の総運動時間  
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【図１－４】 １週間の総運動時間（男子）
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【図１－５】 １週間の総運動時間（女子）

(分)
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【図１－６】 １週間の総運動時間（幼児男子）
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【図１－７】 １週間の総運動時間（低学年男子）
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【図１－８】 １週間の総運動時間（高学年男子）
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【図１－９】 １週間の総運動時間（中学男子）

(分)
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【図１－１０】 １週間の総運動時間（幼児女子）
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【図１－１１】 １週間の総運動時間（低学年女子）
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【図１－１２】 １週間の総運動時間（高学年女子）
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【図１－１３】 １週間の総運動時間（中学女子）

(分)
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１．運動・スポーツの好き嫌い 

「運動やスポーツをすることは好きですか？」とたずねたところ、男子全体

では「好き」65.1%、「やや好き」26.6%、「ややきらい」5.9%、「きらい」2.4%

であり、女子全体では「好き」52.8%、「やや好き」34.1%、「ややきらい」9.7%、

「きらい」3.4%であった（図 2－1）。「好き」と「やや好き」の割合を合わせ

ると男子全体 91.7%、女子全体 86.9%であり、男女ともにほとんどの子ども

が運動やスポーツが好きと回答した。  

 就学状況別にみると、いずれの発達段階においても「好き」が最も多く、次

いで「やや好き」であった。男女ともに「好き」「やや好き」の割合は学年の進

行に伴い減少する。また、男子は「好き」の割合が 60%より少なくなることは

ないが、女子では小学校高学年以降の「好き」の割合の減少が著しく（低学年

では 61.3%だが高学年では 48.9%）、中学生になると 44.5%まで減少する。 

一方で、「きらい」と「ややきらい」を合わせた割合は、女子において幼児 4.8%、

小学校低学年 7.8%、小学校高学年 15.8%、中学生 18.7%と、学年が上がる

につれて増加する。男子においてもほぼ同様の傾向を示すが、女子の小学校高

学年において、「きらい」と「ややきらい」の割合が増加する傾向にある。  

 

 

 

 

44.5 

48.9 

61.3 

63.1 

62.0 

66.6 

65.8 

67.7 

52.8 

65.1 

36.7 

35.3 

30.9 

32.1 

27.0 

25.0 

26.6 

28.9 

34.1 

26.6 

13.1 

11.9 

6.0 

4.4 

7.2 

5.9 

5.9 

3.1 

9.7 

5.9 

5.6 

3.9 

1.8 

0.4 

3.9 

2.5 

1.7 

0.4 

3.4 

2.4 

0 20 40 60 80 100

中学生

高学年

低学年

幼児

中学生

高学年

低学年

幼児

女子

男子

好き やや好き ややきらい きらい

(%)

【図２－１】 運動・スポーツの好き嫌い

男

子

女

子

全
体



２．運動・スポーツへの態度 

- 14 - 

 

２．運動・スポーツの得意不得意  

 「運動やスポーツをすることは得意ですか？」とたずねたところ、男子全体

では「得意」33.9%、「やや得意」40.9%、「やや不得意」19.2%、「不得意」

6.0%であり、女子全体では「得意」24.9%、「やや得意」42.2%、「やや不得

意」23.9%、「不得意」8.9%であった（図 2－2）。「得意」と「やや得意」の

割合を合わせると男子全体 74.8%、女子全体 67.1%であり、男女ともにほと

んどの子どもが運動やスポーツが得意と回答した。  

 就学状況別にみると、「得意」と「やや得意」を合わせた割合は、男子におい

て幼児では 76.9%、小学校低学年では 77.8%、小学校高学年では 76.7%、中

学生では 69.6%、女子において幼児では 76.0%、小学校低学年では 75.2%、

小学校高学年では 65.5%、中学生では 58.1%であり、幼児から小学校低学年

にかけて運動やスポーツが得意な子どもの割合が増加するが、小学校高学年か

ら中学生にかけては減少する傾向がみられた。  

一方で、「不得意」や「やや不得意」は、『運動・スポーツの好き嫌い』と同

様に、女子においては顕著に小学校高学年からその割合が増加する。  
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３．運動・スポーツの実施意欲  

「運動やスポーツをもっとしたいと思いますか？」とたずねたところ、男子

全体では「思う」55.3%、「やや思う」30.1%、「あまり思わない」11.3%、「思

わない」3.3%であり、女子全体では「思う」45.0%、「やや思う」35.6%、「あ

まり思わない」15.4%、「思わない」4.0%であった（図 2－3）。「思う」と「や

や思う」の割合を合わせると男子全体 85.4%、女子全体 80.6%であり、男女

ともにほとんどの子どもが運動やスポーツをもっとしたいと回答した。  

就学状況別にみると、「思う」と「やや思う」を合わせた割合は、男子におい

て幼児では 94.6%、小学校低学年では 86.3%、小学校高学年では 84.5%、中

学生では 81.3%、女子において幼児では 93.4%、小学校低学年では 86.4%、

小学校高学年では 76.8%、中学生では 73.5%であり、幼児から中学生にかけ

て運動やスポーツをもっとしたいと考える割合は減少している。  

 一方で、運動やスポーツをもっとしたいと「思わない」と「あまり思わない」

を合わせた割合は、男女ともに学年が上がるにつれて増加する傾向にあり、特

に女子における小学校高学年以降の増加が顕著である（小学校低学年 13.5%

→小学校高学年 23.2%→中学生 26.5%）。  
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４．体力の自信  

「体力に自信がありますか？」とたずねたところ、男子では「自信がある」

25.1%、「やや自信がある」38.9%、「やや自信がない」23.8%、「自信がない」

12.2%、女子では「自信がある」18.6%、「やや自信がある」39.0%、「やや自

信がない」28.5%、「自信がない」13.9%であった（図 2－4）。「自信がある」

と「やや自信がある」の割合を合わせると男子全体 64.0%、女子全体 57.6%

であり、男女ともに半数以上の子どもが体力に「自信がある」と回答した。  

 就学状況別にみると、「自信がある」と「やや自信がある」を合わせた割合は、

男子において幼児では 72.9%、小学校低学年では 75.2%、小学校高学年では

62.6%、中学生では 51.2%、女子において幼児では 70.5%、小学校低学年で

は 72.2%、小学校高学年では 54.3%、中学生では 42.7%であり、幼児から小

学校低学年にかけて体力に自信がある子どもの割合が増加するが、小学校低学

年から中学生にかけては減少する傾向にあった。  

 一方で、「自信がない」と「やや自信がない」を合わせた割合は、中学生の女

子では 57.3%である。また、男子でも 50%に近い割合になるなど、特に中学

生において自分の体力に「自信がない」子どもが多く存在する。  
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１．睡眠習慣  

 「朝は何時ころに起きますか？」とたずねたところ、男子全体では「～6 時」

8.5%、「6 時～6 時 30 分」28.8%、「6 時 30 分～7 時」45.5%、「7 時～7

時 30 分」14.5%、「7 時 30 分～」2.7%であり、女子全体では「～6 時」

7.7%、「6 時～6 時 30 分」32.1%、「6 時 30 分～7 時」46.4%、「7 時～7

時 30 分」11.5%、「7 時 30 分～」2.3%であった（図 3－1）。  

 

「夜は何時ころに寝ますか？」とたずねたところ、男子全体では「～21 時」

8.2%、「21 時～22 時」38.6%、「22 時～23 時」29.0%、「23 時～24 時」

14.5%、「24 時～」9.7%であり、女子全体では「～21 時」7.9%、「21 時～

22 時」37.2%、「21 時～22 時」28.5%、「22 時～23 時」15.9%、「24 時

～」10.5%であった（図 3－2）。  

 

 起床時間と就寝時間から睡眠時間を算出したところ、男子全体では「6 時間

未満」3.9%、「6～8 時間」23.0%、「8 時間以上」73.1%であり、女子全体で

は「6 時間未満」4.4%、「6～8 時間」25.9%、「8 時間以上」69.7%であった

（図 3－3）。  
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２．排便の状況  

「排便はしますか？」とたずねたところ、男子全体では「毎日ほとんど同じ

ころにする」35.4%、「毎日するが同じころではない」37.7%、「毎日はしない」

21.8%、「2 日以上しないことがある」5.1%であり、女子全体では「毎日ほと

んど同じころにする」24.5%、「毎日するが同じころではない」38.2%、「毎日

はしない」30.3%、「2 日以上しないことがある」7.0%であった（図 3－4）。

「毎日ほとんど同じころにする」と「毎日するが同じころではない」と答えた

「毎日排便をする」割合は、男子 73.1%、女子 62.7%であった。  

 就学状況別にみると、「毎日排便をする」割合は、中学生の男子で 78.4%と

他の学年に比べて高い割合を示した。また、どの学年においても、「毎日排便を

する」割合は男子より女子の方が低かった。通常、女子では中学生になると「毎

日排便をする」割合は著しく低下するが、本調査結果ではその傾向がみられな

かったことも特徴である。  
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１．遊びの状況  

遊びの状況について、帰宅後の遊び時間として、屋外で遊ぶ時間と室内で遊

ぶ時間についてたずねた。  

 

帰宅後の外遊びの時間については、「学校から帰ったあと、外でどのくらい遊

びますか？」とたずねたところ、男子全体では「ほとんど遊ばない」50.4%、

「15 分くらい」7.6%、「30 分くらい」12.9%、「1 時間くらい」16.2%、「2

時間以上」10.3%、「3 時間以上」2.5%、女子全体では「ほとんど遊ばない」

61.1%、「15 分くらい」8.9%、「30 分くらい」11.8%、「1 時間くらい」10.8%、

「2 時間以上」6.2%、「3 時間以上」1.1%であった（図 4－1）。  

 就学状況別にみると、男子において「ほとんど遊ばない」の割合は、幼児

54.8%、小学校低学年 38.0%、小学校高学年 33.5%、中学生 74.7%であり、

女子では幼児 57.5%、小学校低学年 42.4%、小学校高学年 50.6%、中学生

88.1%と、年齢による違いが大きいが、外遊びをしている子どもは男女ともに

少ない。これに「15 分くらい」「30 分くらい」の回答を合わせると、男子全

体の 70.9%、女子全体の 81.8%の子どもの外遊び時間は 1 時間未満であるこ

とがわかる。  

 

 

 

88.1 

50.6 

42.4 

57.5 

74.7 

33.5 

38.0 

54.8 

61.1 

50.4 

3.4 

9.6 

12.9 

12.2 

3.8 

7.3 

10.0 

12.4 

8.9 

7.6 

3.3 

12.3 

18.2 

18.1 

6.2 

13.4 

17.7 

17.9 

11.8 

12.9 

2.5 

14.1 

17.6 

9.7 

7.5 

22.3 

22.0 

11.8 

10.8 

16.2 

2.0 

11.1 

8.0 

2.4 

5.7 

18.6 

10.8 

2.7 

6.2 

10.3 

0.6 

2.3 

0.9 

2.2 

4.9 

1.5 

0.4 

1.1 

2.5 

0 20 40 60 80 100

中学生

高学年

低学年

幼児

中学生

高学年

低学年

幼児

女子

男子

ほとんど遊ばない １５分くらい ３０分くらい １時間くらい ２時間以上 ３時間以上

(%)

【図４－１】 降園・下校後の外遊びの時間

男

子

女

子

全
体



４．帰宅後の過ごし方 

- 21 - 

 

 

 

帰宅後の室内遊びの時間については、「学校から帰ったあと、家の中でどのく

らい遊びますか？」とたずねたところ、男子全体では「ほとんど遊ばない」

13.0%、「15 分くらい」5.7%、「30 分くらい」12.7%、「1 時間くらい」27.3%、

「2 時間以上」24.4%、「3 時間以上」17.0%、女子全体では「ほとんど遊ば

ない」21.6%、「15 分くらい」8.3%、「30 分くらい」15.3%、「1 時間くら

い」24.4%、「2 時間以上」18.5%、「3 時間以上」11.9%であった（図 4－

2）。  

 就学状況別にみると、男子において「3 時間以上」と「2 時間以上」を合わ

せた割合は、幼児 57.6%、小学校低学年 38.4%、小学校高学年 40.0%、中学

生 38.0%であり、女子では幼児 58.0%、小学校低学年 34.5%、小学校高学年

25.1%、中学生 20.1%と、学年が上がるにつれてその割合は低下する傾向に

ある。  

 

外遊びの時間と室内遊びの時間の比較から、郡山の子どもたちの遊びは室内

が中心であり、特に幼児においては、遊ぶ時間のほとんどが室内遊びであるこ

とも明らかになった。  
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２．読書・音楽鑑賞の時間  

「読書・音楽鑑賞の時間」については、「学校から帰ったあと、室内で読書や

音楽鑑賞などを 1 日平均してどのくらいしますか？」とたずねたところ、読書・

音楽鑑賞をした者の割合は男子 77.6%、女子 83.3%であり、その平均時間は

男子 45.9 分、女子 51.4 分であった。  

就学状況別にみると、男子の読書・音楽鑑賞をした者の割合は、幼児 66.5%、

小学校低学年 75.7%、小学校高学年 85.3%、中学生 77.3%であり、その平均

時間は幼児 22.1 分、小学校低学年 34.1 分、小学校高学年 55.5 分、中学生

58.1 分と学年が上がるにつれて割合・平均時間ともに増加し、中学生で若干

割合が低下する。  

女子の読書・音楽鑑賞をした者の割合は、幼児 73.6%、小学校低学年 80.4%、

小学校高学年 90.2%、中学生 83.8%であり、その平均時間は幼児 27.8 分、

小学校低学年 33.8 分、小学校高学年 62.2 分、中学生 66.6 分と、割合に関

しては小学校高学年まで学年が上がるにつれて増加し中学生で若干低下するが、

平均時間は増加する（図 4－3）。  
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３．ゲームをする時間  

 「ゲームをする時間」については、「学校から帰ったあと、ゲームを 1 日平

均してどのくらいしますか？」とたずねたところ、ゲームをした者の割合は男

子 78.9%、女子 56.5%であり、その平均時間は男子 70.5 分、女子 34.0 分

であった。  

就学状況別にみると、男子のゲームをした者の割合は、幼児 52.8%、小学校

低学年 78.8%、小学校高学年 88.2%、中学生 82.2%あり、その平均時間は幼

児 28.3 分、小学校低学年 57.5 分、小学校高学年 88.3 分、中学生 84.5 分

と、割合・平均時間ともに小学校高学年まで学年が上がるにつれて増加し、中

学生になると若干低下する。  

女子のゲームをした者の割合は、幼児 39.2%、小学校低学年 59.2%、小学

校高学年 68.7%、中学生 50.5%であり、その平均時間は幼児 17.8 分、小学

校低学年 29.7 分、小学校高学年 43.9 分、中学生 35.5 分と、割合・平均時

間ともに小学校高学年まで学年が上がるにつれて増加するが、中学生になると

割合・平均時間ともに減少する（図 4－4）。  
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４．インターネットや携帯メールの使用時間  

「インターネットや携帯メールの使用時間」については、「学校から帰ったあ

と、インターネットや携帯メールを 1 日平均してどのくらいしますか？」とた

ずねたところ、インターネットや携帯メールを使用した者の割合は男子で

45.5%、女子で 47.2%であり、その平均時間は男子 35.6 分、女子 37.4 分で

あった。  

就学状況別にみると、男子のインターネットや携帯メールを使用した者の割

合は、幼児 16.7%、小学校低学年 24.2%、小学校高学年 49.0%、中学生 73.5%

であり、その平均時間は幼児 9.5 分、小学校低学年 14.2 分、小学校高学年

36.1 分、中学生 65.3 分と割合・平均時間ともに学年が上がるにつれて増加す

る。  

女子のインターネットや携帯メールを使用した者の割合は、幼児 15.7%、小

学校低学年 21.8%、小学校高学年 50.0%、中学生 79.5%であり、その平均時

間は幼児 8.4 分、小学校低学年 10.3 分、小学校高学年 31.9 分、中学生 77.7

分と学年が上がるにつれて増加する（図 4－5）。  
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５．テレビやビデオ、ＤＶＤの視聴時間  

 「テレビやビデオ、DVD の視聴時間」については、「学校から帰ったあと、

テレビやビデオ、DVD などを 1 日平均してどのくらい見ますか？」とたずね

たところ、テレビやビデオ、DVD をみた者の割合は男子で 93.7%、女子で

95.1%であり、その平均時間は男子 95.2 分、女子 99.9 分であった。  

就学状況別にみると、男子のテレビやビデオ、DVD をみた者の割合は、幼児

97.8%、小学校低学年 96.7%、小学校高学年 95.6%、中学生 87.6%であり、

その平均時間は幼児 94.8 分、小学校低学年 94.1 分、小学校高学年 109.6 分、

中学生 83.5 分と、割合は学年が上がるにつれて減少する傾向にあるが、平均

時間は小学校の高学年まで増加する。  

女子のテレビやビデオ、DVD をみた者の割合は、幼児 98.3%、小学校低学

年 96.5%、小学校高学年 96.0%、中学生 91.7%であり、その平均時間は幼児

95.8 分、小学校低学年 94.2 分、小学校高学年 112.5 分、中学生 95.2 分と、

割合については幼児が最も高いが、平均時間については小学校高学年が最も高

い結果となった（図 4－6）。  
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６．家庭での学習時間  

 「家庭での学習時間」については、「学校から帰ったあと、家で勉強を 1 日

平均してどのくらいしますか？」とたずねたところ、家で勉強した者の割合は

男子で 89.2%、女子で 90.6%であり、その平均時間は男子 66.3 分、女子 78.2

分であった。  

就学状況別にみると、割合は幼児 34.3%、小学校低学年 98.5%、小学校高

学年 98.5%、中学生 96.6%であり、その平均時間は幼児 8.3 分、小学校低学

年 48.7 分、小学校高学年 70.9 分、中学生 103.1 分と、小学生・中学生とも

に 9 割以上の子どもが家で勉強をし、学年が上がるにつれてその平均時間は増

加した。  

女子では割合は幼児 36.3%、小学校低学年 98.1%、小学校高学年 99.2%、

中学生 98.9%であり、その平均値時間は幼児 9.7 分、小学校低学年 50.9 分、

小学校高学年 82.7 分、中学生 126.2 分と、男子同様に小学生・中学生ともに

9 割以上の子どもが家庭で勉強をし、学年が上がるにつれてその平均時間は増

加した（図 4－7）。  
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７．座位時間  

『座位行動』とは、座位および臥位におけるエネルギー消費量が 1.5 メッツ

以下のすべての行動と定義されています。具体的には、夜寝ている時間以外の

中で、学校や家で勉強をする、ゲームをする、テレビ・ビデオをみる、友達と

おしゃべりをする、本を読む、音楽をきくなどの全ての時間のことである。  

「座位時間」については、平日と休日それぞれについて、「（夜、寝る時間を

除いて）毎日、すわったり、ねころんだりして、すごしている時間はどのくら

いですか？」とたずねた。  

平日の座位時間は男子全体で 345.8 分、女子全体で 380.4 分であった（図

4－8）。就学状況別にみると、男子では幼児 253.5 分、小学校低学年 332.4

分、小学校高学年 386.3 分、中学生 360.9 分と、学年が進行するにつれて、

座位時間は増加する傾向にある。女子では幼児 252.2 分、小学校低学年 325.7

分、小学校高学年 422.2 分、中学生 442.5 分と、学年が進行するにつれて、

座位時間は増加する傾向にある。小学校高学年から、男女差が大きくなるのが

特徴といえる。  
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一方、休日の座位時間は男子全体で 415.3 分、女子全体で 440.1 分であっ

た（図 4－9）。就学状況別にみると、男子では幼児 334.5 分、小学校低学年

398.2 分、小学校高学年 447.3 分、中学生 436.7 分と、学年が進行するにつ

れて、座位時間は増加する傾向にある。女子では幼児 327.0 分、小学校低学年

390.0 分、小学校高学年 470.4 分、中学生 502.6 分と、学年が進行するにつ

れて、座位時間は増加する傾向にある。また、平日同様に小学校高学年から、

男女差が大きくなるのが特徴といえる。  

 

 平日と休日の座位時間の差をみると、男子全体で 69.5 分、女子全体で 59.7

分休日の座位時間が長い。就学状況別にみると、男子では幼児 81.0 分、小学

校低学年 65.8 分、小学校高学年 61.0 分、中学生 75.8 分と、小学校になる

と平日と休日の座位時間の差は小さくなり、中学生になるとその差が増大する。

女子では幼児 74.8 分、小学校低学年 64.3 分、小学校高学年 48.2 分、中学

生 60.1 分と、男子同様の傾向を示した。  
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１．朝食   

（１） 朝食の摂取状況  

 郡山の子どもたちの食習慣の実態はどのようになっているのか？まず、朝食

の摂取状況について、「朝ご飯は毎日食べますか？」とたずねたところ、男子全

体では「必ず毎日食べる」88.2%、「1 週間に 1～2 日食べないことがある」

7.9%、「1 週間に 3～5 日食べないことがある」1.6%、「ほとんど食べない」

2.3%であり、女子全体では「必ず毎日食べる」88.1%、「1 週間に 1～2 日食

べないことがある」8.7%、「1 週間に 3～5 日食べないことがある」1.6%、「ほ

とんど食べない」1.6%であった（図 5－1－1）。  

性別による違いはほとんどみられず、男女とも 88％の子どもが朝食を必ず

毎日食べていることがわかった。  

就学状況別にみると、「必ず毎日食べる」割合は幼児から小学校低学年にかけ

て若干増加するが、小学校低学年から中学生にかけては減少する傾向にある。  

一方で、わずかではあるが、「ほとんど食べない」と回答した子どもが幼児か

らみられた。その割合は学年が上がるにつれて増加する傾向にあり、中学生に

おいては、男子 4.5％、女子 3.0％であった。  
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１．朝食   

（２） 朝食開始時刻  

「学校がある日の朝ご飯は、だいたい何時ころに食べ始めますか？」とたず

ねたところ、男子全体では「～6 時」4.3%、「6 時～」76.5%、「7 時～」18.5%、

「8 時～」0.5%、「9 時～」0.1%、女子全体では「～6 時」4.1%、「6 時～」

78.2%、「7 時～」17.1%、「8 時～」0.6%、「9 時～」0%であった（図 5－

1－2）。なお、性別による違いはほとんどみられなかった。  

就学状況別にみると、いずれの年代でも「6 時～」が最も多く（幼児：約 50％、

小学生：約 85％、中学生：約 75%）、就学児において、その割合は学年が上が

るにつれて減少する傾向にあった。一方、「～6 時」と「7 時～」はいずれも学

年が上がるにつれて増加する傾向にあり、小学生・中学生の朝食開始時刻には

二極化現象がみられた。なお、幼児は、「6 時～」と「7 時～」に食べ始める子

どもがほとんどであった。  
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２．夕食   

（１） 主食の摂取状況  

調査日前日における夕食の主食の摂取状況について、「ごはん・パン・めんな

どの主食は何を食べましたか？（複数回答）」とたずねたところ、男子全体では

「ごはん」85.9%、「パン」7.7%、「めん」15.8%、「その他」9.4%、「食べな

かった」1.1%であり、女子全体では「ごはん」82.7%、「パン」6.2%、「めん」

16.2%、「その他」8.2%、「食べなかった」1.7%であった（図 5－2－1）。  

夕食における主食の摂取状況（図 5－2－1）は複数回答であったため、「ご

はん」、「パン」、「めん」、「その他」の主食を「食べた」割合と、「食べなかった」

割合の合計を 100%として算出した（図 5－2－2）。  

その結果、性別にみると、「ごはん」、「パン」、「めん」、「その他」のいずれか

の主食を「食べた」割合は、男子 98.9%、女子 98.5%であり、男女による違

いはみられず、ほとんどの子どもが夕食で主食を食べていた。  

就学状況別にみると、夕食で主食を「食べなかった」割合は、学年が上がる

につれてわずかに増加する傾向にあり、中学生では男子 2.0％、女子 3.7%で

あった。  
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２．夕食   

（２） 主菜の摂取状況  

調査日前日における夕食の主菜の摂取状況について、「肉・魚・卵・豆腐など

のどれかを使ったおかず（主菜）を食べましたか？（複数回答）」とたずねたと

ころ、男子全体では「肉」77.3%、「魚」32.4%、「卵」31.0%、「豆腐や納豆・

大豆」39.0%、「食べなかった」4.5%であり、女子全体では「肉」72.6%、「魚」

30.5%、「卵」32.0%、「豆腐や納豆・大豆」40.6%、「食べなかった」5.3%で

あった（図 5－2－3）。  

夕食における主菜の摂取状況（図 5－2－3）は複数回答であったため、「肉」、

「魚」、「卵」、「豆腐や納豆・大豆」の主菜を「食べた」割合と、「食べなかった」

割合の合計を 100%として算出した（図 5－2－4）。  

その結果、性別にみると、「肉」、「魚」、「卵」、「豆腐や納豆・大豆」のいずれ

かの主菜を「食べた」割合は、男子 95.5%、女子 94.8%であり、男女による

違いはほとんどみられなかった。また、夕食で主菜を「食べなかった」子ども

は男女とも 5%程度存在し、その割合は、小学校低学年を除いて、男子より女

子の方が若干多い傾向がみられた。  

就学状況別にみると、夕食で主菜を「食べなかった」割合は、学年が上がる

につれて増加する傾向にあり、中学生では男子 6.2％、女子 7.9%であった。  
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２．夕食   

（３） 副菜の摂取状況  

調査日前日における夕食の副菜の摂取状況について、「野菜・いも・わかめな

どのどれかを使ったおかず（副菜）を食べましたか？（複数回答）」とたずねた

ところ、男子全体では「野菜」78.6%、「いも」27.4%、「きのこ」22.5%、「わ

かめやこんぶ」25.7%、「果物」34.9%、「食べなかった」8.9%であり、女子

全体では「野菜」81.6%、「いも」27.5%、「きのこ」23.5%、「わかめやこん

ぶ」26.3%、「果物」38.2%、「食べなかった」7.3%であった（図 5－2－5）。  

夕食における副菜の摂取状況（図 5－2－5）は複数回答であったため、「野

菜」、「いも」、「きのこ」、「わかめやこんぶ」、「果物」の副菜を「食べた」割合

と、「食べなかった」割合の合計を 100%として算出した（図 5－2－6）。  

その結果、性別にみると、「野菜」、「いも」、「きのこ」、「わかめやこんぶ」、

「果物」のいずれかの副菜を「食べた」割合は、男子 91.1%、女子 92.9%で

あり、男子より女子の方が若干多い傾向にあった。また、夕食で副菜を「食べ

なかった」子どもは男女とも 5～11％程度存在し、その割合は、いずれの学年

でも、女子より男子の方が若干多い傾向がみられた。  

就学状況別にみると、夕食で副菜を「食べなかった」割合は、学年が上がる

につれて増加する傾向にあり、中学生では男子 11.2％、女子 9.8%であった。 
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２．夕食   

（４） 汁物の摂取状況  

調査日前日における夕食の汁物の摂取状況について、「汁物は何を飲みまし

たか？（複数回答）」とたずねたところ、男子全体では「みそ汁（すまし汁）」

48.4%、「スープ」14.8%、「牛乳」23.5%、「水やお茶など」65.0%、「ジュ

ースなど」26.6%、「飲まなかった」3.7%であり、女子全体では「みそ汁（す

まし汁）」45.9%、「スープ」14.6%、「牛乳」15.5%、「水やお茶など」70.1%、

「ジュースなど」23.1%、「飲まなかった」3.7%であった（図 5－2－7）。  

夕食における汁物の摂取状況（図 5－2－7）は複数回答であった。ここで「み

そ汁（すまし汁）」または「スープ」を夕食の汁物とみなし、それ以外の選択肢、

すなわち「牛乳」、「水やお茶など」、「ジュースなど」は夕食の汁物とはみなさ

ずに「飲まなかった」割合に含め、「飲んだ」割合と「飲まなかった」割合の合

計を 100%として算出した（図 5－2－8）。  

その結果、性別にみると、「みそ汁（すまし汁）」、「スープ」のいずれかの汁

物を「飲んだ」割合は、男子 60.1%、女子 58.9%であり、男女ともおよそ 60％

前後の子どもが夕食で汁物を飲んでいることがわかった。  

就学状況別にみると、夕食で汁物を「飲んだ」割合は、幼児から小学生にか

けて増加し、中学生にかけては減少する傾向を示した。  
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２．夕食   

（５） 夕食の開始時刻  

調査日前日における夕食の開始時刻について、「だいたい何時ころに食べ始

めましたか？」とたずねたところ、男女とも「18 時 31 分～19 時」が最も多

かった（男子：33.9%、女子 32.9%）。次いで「～18 時」（男子：17.5%、女

子 17.9%）と回答しており、およそ 70%の子どもが 19 時までに夕食を食べ

始めていた（図 5－2－9）。なお、性別による違いはほとんどみられなかった。  

就学状況別にみると、学年が上がるにつれて夕食開始時刻は遅くなる傾向が

みられた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9 

16.9 

22.2 

25.3 

10.9 

17.3 

22.0 

23.6 

17.9 

17.5 

11.8 

17.5 

19.9 

18.6 

11.8 

17.3 

19.0 

22.2 

16.5 

16.7 

28.9 

31.7 

35.9 

38.8 

31.9 

33.1 

36.1 

36.0 

32.9 

33.9 

21.8 

18.8 

13.9 

11.7 

18.8 

16.9 

14.4 

13.1 

17.5 

16.3 

14.1 

9.4 

5.6 

4.2 

13.4 

8.9 

5.7 

4.6 

9.1 

8.8 

4.6 

3.1 

1.2 

0.9 

3.9 

2.9 

1.4 

0.5 

2.8 

2.5 

3.3

1.5

0.8

0.2

3.9

1.7

0.6

1.7

1.9

3.7

1.2

0.5

0.4

5.3

1.7

0.8

1.7

2.4

0 20 40 60 80 100

中学生

高学年

低学年

幼児

中学生

高学年

低学年

幼児

女子

男子

～18時 18時01分～18時30分 18時31分～19時 19時01分～19時30分

19時31分～20時 20時01分～20時30分 20時31分～21時 21時01分～

(%)

【図５－２－９】 夕食開始時刻

男

子

女

子

全
体



５．食習慣 

- 40 - 

 

２．夕食   

（６） 誰と夕食を食べたか 

調査日前日における夕食の供食状況について、「だれと食べましたか？」とた

ずねたところ、男子全体では「家族そろって食べた」59.4%、「大人の家族のだ

れかと食べた」28.7%、「子どもだけで食べた」3.6%、「ひとりで食べた」5.6%、

「その他」2.6%であり、女子全体では「家族そろって食べた」59.6%、「大人

の家族のだれかと食べた」29.5%、「子どもだけで食べた」3.4%、「ひとりで

食べた」4.5%、「その他」3.0%であった（図 5－2－10）。なお、性別による

違いはほとんどみられなかった。  

就学状況別にみると、「家族そろって食べた」割合は、学年が上がるにつれて

減少する傾向にあった。一方「ひとりで食べた」、「子どもだけで食べた」のい

ずれかを回答した割合は、学年が上がるにつれて増加する傾向にあった（男子

では幼児：2.4%、小学校低学年：4.2%、小学校高学年：7.6%、中学生：18.4%、

女子では幼児：2.2%、小学校低学年：3.3%、小学校高学年：6.3%、中学生：

15.7%）。  
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３．間食   

（１） 間食の摂取状況  

間食の摂取状況に関して、間食の摂取時間帯について、「学校から帰ったあと、

間食はいつ食べることが多いですか？」とたずねたところ、男子全体では「夕

食の前」53.7%、「夕食の前と後の両方」6.5%、「夕食の後から寝るまでの間」

8.1%、「ほとんど食べない」31.6%であり、女子全体では「夕食の前」58.0%、

「夕食の前と後の両方」6.5%、「夕食の後から寝るまでの間」7.5%、「ほとん

ど食べない」28.0%であった（図 5－3－1）。  

性別にみると、女子は男子に比べ「夕食の前」に食べることが多く、男子は

女子に比べ「ほとんど食べない」が多かった。  

就学状況別にみると、間食を「ほとんど食べない」割合は学年が上がるにつ

れて増加する傾向にあり、小学生から中学生にかけて、その傾向は顕著であっ

た（男子では幼児：13.7%、小学校低学年：15.0%、小学校高学年：31.9%、

中学生：53.9%、女子では幼児：12.1%、小学校低学年：13.7%、小学校高学

年：28.3%、中学生：46.8%）。  
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３．間食   

（２） お菓子などを食べ過ぎないように気をつけているか  

 間食に対する意識について、「お菓子やスナック菓子を食べ過ぎないように

気をつけていますか？」とたずねたところ、男子全体では「気をつけている」

39.6%、「少し気をつけている」35.3%、「あまり気をつけていない」14.8%、

「気をつけていない」10.2%であり、女子全体では「気をつけている」44.8%、

「少し気をつけている」37.9%、「あまり気をつけていない」12.3%、「気をつ

けていない」4.9%であった（図 5－3－2）。  

性別にみると、「気をつけている」「少し気をつけている」割合は女子に多く、

一方「気をつけていない」「あまり気をつけていない」割合は男子に多かった。 

就学状況別にみると、「気をつけている」割合は、幼児から小学生にかけて増

加し、中学生にかけては減少する傾向にあった。「少し気をつけている」を含め

ると、学年が上がるにつれて減少する傾向にあった。一方「気をつけていない」

「あまり気をつけていない」割合は学年が上がるにつれて増加する傾向にあり、

特に中学生男子においてその傾向は顕著であった（小学校高学年：22.4％→中

学生：39.9％）。  
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３．間食   

（３） 甘い飲み物を飲み過ぎないように気をつけているか  

「ジュースやサイダーなどの甘い飲み物を飲み過ぎないように気をつけてい

ますか？」とたずねたところ、男子全体では「気をつけている」38.5%、「少し

気をつけている」32.4%、「あまり気をつけていない」17.2%、「気をつけてい

ない」11.9%であり、女子全体では「気をつけている」46.0%、「少し気をつ

けている」33.5%、「あまり気をつけていない」14.1%、「気をつけていない」

6.4%であった（図 5－3－3）。  

性別にみると、「気をつけている」「少し気をつけている」割合は女子に多く、

「気をつけていない」「あまり気をつけていない」割合は男子に多かった。  

就学状況別にみると、学年が上がるにつれて「気をつけている」「少し気をつ

けている」割合は減少する傾向にあった。一方、「気をつけていない」「あまり

気をつけていない」割合は増加する傾向にあり、特に中学生男子においてその

傾向は顕著であった（小学校高学年：28.1％→中学生 48.1％）。  

「あまり気をつけていない」を含めると、中学生では男子の 2 人に 1 人、女

子の 3 人に 1 人が、「ジュースやサイダーなどの甘い飲み物の飲み過ぎに気を

つけていない」ことがわかる。  
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１．食事で気をつけていること  

（１） ゆっくりとよく噛む  

 郡山の子どもたちの食事の様子はどのようになっているのか？まず、食事で

気をつけていることについて、「普段の生活や食事について教えてください。食

事はゆっくりとよくかんで食べるように気をつけていますか？」とたずねたと

ころ、男子全体では「気をつけている」21.8%、「少し気をつけている」39.0%、  

「あまり気をつけていない」28.0%、「気をつけていない」11.1%であり、女

子全体では「気をつけている」29.9%、「少し気をつけている」40.9%、「あま

り気をつけていない」23.9%、「気をつけていない」5.4%であった（図 6－1

－1）。性別にみると、「気をつけている」「少し気をつけている」割合は女子に

多く、「気をつけていない」「あまり気をつけていない」割合は男子に多かった。  

就学状況別にみると、「気をつけている」割合は、男女とも小学生で増加する

が、中学生で減少する傾向にあった。一方、「気をつけていない」割合は学年が

上がるにつれて増加する傾向にあり、「あまり気をつけていない」を含めると、

その傾向は特に中学生男子において顕著であった（小学校高学年：38.5％→中

学生 50.7％）。中学生男子の 2 人に 1 人が「ゆっくりとよく噛んで食べるよ

うに気をつけていない」ことがわかる。  
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１．食事で気をつけていること  

（２） 好き嫌いをしない  

「好き嫌いしないで食べるように気をつけていますか？」とたずねたところ、

男子全体では「気をつけている」41.1%、「少し気をつけている」35.4%、「あ

まり気をつけていない」14.7%、「気をつけていない」8.9%であり、女子全体

では「気をつけている」40.3%、「少し気をつけている」38.2%、「あまり気を

つけていない」14.8%、「気をつけていない」6.7%であった（図 6－1－2）。 

性別にみると、大きな違いは見られないが、「気をつけていない」割合は男子

の方が女子よりも若干多い傾向にあった。  

就学状況別にみると、「気をつけている」「少し気をつけている」割合は、学

年が上がるにつれて減少する傾向に、一方、「気をつけていない」「あまり気を

つけていない」割合は増加する傾向にあった。  

「あまり気をつけていない」を含めると、中学生は男女ともに 3 人に 1 人

が、「好き嫌いをしないで食べるように気をつけていない」ことがわかる。  
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１．食事で気をつけていること  

（３） 外食の摂取頻度   

「ファーストフードの店やファミリーレストランなど家以外の食べ物の店に

は、1 週間にどの位行きますか？」とたずねたところ、男子全体では「よく行

く（週に 6～7 日）」1.2%、「ときどき行く（週に 3～5 日）」6.0%、「あまり

行かない（週に 1～2 日）」33.1%、「ほとんど行かない（月に 1～2 日）」54.1%、

「行かない」5.7%、女子全体では「よく行く」0.6%、「ときどき行く」5.6%、

「あまり行かない」32.5%、「ほとんど行かない」56.0%、「行かない」5.3%

であった（図 6－1－3）。なお、性別による違いはあまりみられなかった。  

就学状況別にみると、「よく行く（週に 6～7 日）」、「ときどき行く（週に 3

～5 日）」、「あまり行かない（週に 1～2 日）」のいずれかを回答した割合は、

学年が上がるにつれて若干減少する傾向にあるものの（男子では幼児：43.2%、

小学校低学年：42.3%、小学校高学年：39.1%、中学生：38.2%、女子では幼

児：42.2%、小学校低学年：42.3%、小学校高学年：40.1%、中学生：32.8%）、

40%前後の子どもたちが 1 週間に 1～2 日以上外食を利用していることがわ

かった。また割合にすると少ないが、ほとんど毎日外食を利用している子ども

がいることも確認でき、特に中学生男子でその割合は多い（1.9％）。  
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１．食事で気をつけていること  

（４） インスタント食品の摂取頻度   

 「インスタントラーメンなどのインスタント食品は、1 週間にどの位食べま

すか？」とたずねたところ、男子全体では「よく食べる（週に 6～7 日）」1.3%、

「ときどき食べる（週に 3～5 日）」6.2%、「あまり食べない（週に 1～2 日）」

23.0%、「ほとんど食べない（月に 1～2 日）」52.9%、「食べない」16.6%で

あり、女子全体では「よく食べる」0.6%、「ときどき食べる」4.0%、「あまり

食べない」19.0%、「ほとんど食べない」56.6%、「食べない」19.9%であった

（図 6－1－4）。性別にみると、男子の方が摂取頻度は高い傾向にあった。  

就学状況別にみると、「よく食べる（週に 6～7 日）」、「ときどき食べる（週

に 3～5 日）」、「あまり食べない（週に 1～2 日）」のいずれかを回答した割合

は、学年が上がるにつれて増加する傾向にあり（男子では幼児：19.4%、小学

校低学年：24.4%、小学校高学年：32.2%、中学生：39.4%、女子では幼児：

20.2%、小学校低学年：21.5%、小学校高学年：26.5%、中学生：24.1%）、

中学生・小学校高学年男子で顕著であった。また割合にすると少ないが、ほと

んど毎日インスタント食品を利用している子どもがいることも確認でき、特に

中学生男子（1.8％）、小学校高学年男子（1.4％）でその割合は多い。  
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１．食事で気をつけていること  

（５） 揚げ物の摂取頻度   

 「から揚げ、フライなどの揚げ物（給食や家で作ったものも入れる）は、1 週

間にどの位食べますか？」とたずねたところ、男子全体では「よく食べる（週

に 6～7 日）」5.9%、「ときどき食べる（週に 3～5 日）」40.1%、「あまり食べ

ない（週に 1～2 日）」43.0%、「ほとんど食べない（月に 1～2 日）」10.1%、

「食べない」0.9%であり、女子全体では「よく食べる」3.5%、「ときどき食べ

る」36.8%、「あまり食べない」46.8%、「ほとんど食べない」12.2%、「食べ

ない」0.6%であった（図 6－1－5）。性別にみると、男子の方が女子より摂取

頻度は高い傾向にあった。  

 就学状況別にみると、「よく食べる（週に 6～7 日）」、「ときどき食べる（週

に 3～5 日）」のいずれかを回答した割合、すなわち週に３日以上揚げものを食

べる割合は、男子は学年が上がるにつれて増加する傾向にあった（幼児：44.2%、

小学校低学年：43.5%、小学校高学年：46.1%、中学生：49.1%）が、女子は

幼児期以降あまり変化が見られなかった（幼児：42.9%、小学校低学年：40.2%、

小学校高学年：40.2%、中学生：39.6%）。また、ほとんど毎日揚げ物を摂取

している子どもがいることも確認でき、特に中学生男子（7.0％）、小学校高学

年男子（6.6％）、小学校低学年男子（5.5％）でその割合は多い。  
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２．食生活の変化   

（１） 生鮮食品を食べることが増えたか 

 郡山の子どもたちの食事の様子はどのようになっているのか？1 年前と現在

の食生活の変化について、「新しい学年になっての食事の様子について教えて

下さい。店から生の野菜、果物、魚、肉、野菜などを買ってきて、家で料理し

て食べることが増えましたか？」とたずねたところ、男子全体では「増えた」

17.0%、「やや増えた」14.7%、「変わらない」65.5%、「やや減った」1.8%、

「減った」0.9%であり、女子全体では「増えた」14.9%、「やや増えた」13.5%、

「変わらない」68.9%、「やや減った」1.8%、「減った」0.9%であった（図 6

－2－1）。性別にみると、男子の方が女子に比べ、「増えた」「やや増えた」割

合が若干多い傾向にあった。  

就学状況別にみると、いずれの学年も、前年度と「変わらない」との回答が

65%前後でもっとも多く、「増えた」「やや増えた」との回答は 30%前後であ

った。その中で、男女とも小学校高学年において生鮮食品の摂取割合はやや多

かった。一方、少数ではあるが、前年度に比べて「減った」と答えた子どもが

みられ、学年が上がるにつれてその割合は増加する傾向を示した。  
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２．食生活の変化   

（２） 加工食品を食べることが増えたか  

新しい学年になって、「ハムやウィンナー、冷凍してある食べ物、温めるだけ

の食べ物（袋に入ったカレーなど）、お湯を入れるだけの食べ物（スープ、ラー

メンなど）、缶詰めなどを、店から買ってきて食べることが増えましたか？」と

たずねたところ、男子全体では「増えた」3.8%、「やや増えた」9.4%、「変わ

らない」74.5%、「やや減った」7.1%、「減った」5.2%であり、女子全体では

「増えた」2.２%、「やや増えた」8.2%、「変わらない」76.5%、「やや減った」

7.6%、「減った」5.4%であった（図 6－2－2）。性別にみると、男子の方が女

子に比べ、「増えた」「やや増えた」割合が多い傾向にあった。  

就学状況別にみると、前年度と「変わらない」との回答が最も多く（幼児・

小学校低学年：約 80%、小学校高学年・中学生：約 70%）、その割合は、学年

が上がるにつれて減少する傾向にある。その一方で、「増えた」「やや増えた」

割合、「減った」「やや減った」割合は、学年が上がるにつれて増加する傾向に

ある。  
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２．食生活の変化   

（３） 食べ過ぎてしまうことが増えたか  

新しい学年になって、「食べ過ぎてしまうことが増えましたか？」とたずねたと

ころ、男子全体では「増えた」7.2%、「やや増えた」16.7%、「変わらない」

67.0%、「やや減った」5.９%、「減った」3.２%であり、女子全体では「増え

た」4.6%、「やや増えた」15.3%、「変わらない」67.7%、「やや減った」8.0%、

「減った」4.3%であった（図 6－2－3）。  

性別にみると、男子の方が女子に比べ、食べ過ぎてしまうことが「増えた」

「やや増えた」割合が多く、「減った」「やや減った」割合は少ない傾向にある。  

就学状況別にみると、前年度と「変わらない」が最も多く（幼児：約 85％、

小学校低学年：約 75%、小学校高学年：約 65％、中学生：約 55%）、その割

合は、学年が上がるにつれて減少する傾向にあった。一方で、「増えた」「やや

増えた」、または「減った」「やや減った」割合は、学年が上がるにつれて増加

する傾向にあり、食欲増加の二極化現象がみられた。  

「増えた」「やや増えた」割合は小学校高学年男子が多く（28.7％）、４人に

１人が、進級前に比べて食べ過ぎることが増えたと回答している。一方「減っ

た」「やや減った」割合は中学生女子が多く（21.0％）、5 人に１人が、進級前

に比べて食べ過ぎることが減ったと回答している。  
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２．食生活の変化   

（４） 食欲がないことが増えたか  

新しい学年になって、「食欲がない（お腹がすかない）ことが増えましたか？」

とたずねたところ、男子全体では「増えた」5.4%、「やや増えた」11.9%、「変

わらない」65.5%、「やや減った」7.8%、「減った」9.4%であり、女子全体で

は「増えた」5.5%、「やや増えた」14.0%、「変わらない」67.4%、「やや減っ

た」6.9%、「減った」6.2%であった（図 6－2－4）。  

性別にみると、男子の方が女子に比べ、食欲がないことが「減った」割合が

多い傾向がみられた。  

就学状況別にみると、前年度と「変わらない」が最も多く（幼児：約 80％、

小学校低学年：約 75%、小学校高学年：約 65％、中学生：約 55%）、その割

合は、学年が上がるにつれて減少する傾向にあった。一方で、「増えた」「やや

増えた」は学年が上がるにつれて増加する傾向にあり、それは特に中学生で顕

著であった。また、「減った」「やや減った」は中学生を除いて増加する傾向に

あり、食欲減少の二極化現象がみられた。  

「やや増えた」を含めると、中学生では女子の３人に 1 人、男子の 4 人に 1

人が、進級前に比べて食欲がないことが増えたと回答している。  
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２．食生活の変化   

（５） 食べ物に対する放射性物質の心配   

新しい学年になって、「放射性物質による食べ物への心配はありますか？」と

たずねたところ、男子全体では「ある」12.3%、「ややある」20.1%、「あまり

ない」29.5%、「ない」38.2%であり、女子全体では「ある」12.1%、「ややあ

る」22.0%、「あまりない」31.7%、「ない」34.3%であった（図 6－2－5）。

性別にみると、男子の方が女子に比べ、「ない」割合が多い傾向にあった。  

 就学状況別にみると、食べ物に対する放射性物質の心配が「ある」「ややある」

と答えた割合は、学年が上がるにつれて顕著に減少していた（幼児：約 60％、

小学校低学年：約 45%、小学校高学年：約 30％、中学生：約 15%）。  
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